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市
議
会
８
月
臨
時
会
が
８
月
26
日
㈪
に

開
催
さ
れ
、
正
副
議
長
、
各
委
員
会
の
正

副
委
員
長
な
ど
市
議
会
の
役
員
改
選
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

各
役
員
、
議
員
の
所
属
委
員
会
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、順
不
同
、

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
）

▼
問
合
せ　

議
事
課　

庶
務
係
（
☎

（95）
０ 

１
３
７
）

■
議
長　
　
　

田
中
健

■
副
議
長　
　

杉
山
千
春

■
監
査
委
員　

中
野
智
基

■
企
画
文
教
委
員
会

◎
三
宅
守
人　
　

○
杉
浦
弘
一

　

那
須
幸
子　
　
　

神
谷
定
雄

　

高
木
千
恵
子　
　

石
川
智
子

　

佐
藤
修

■
市
民
福
祉
委
員
会

◎
川
合
正
彦　
　

○
中
島
清
志

　

稲
垣
達
雄　
　
　

田
中
健

　

牛
野
北
斗　
　
　

永
田
起
也

　

風
間
勝
治

■
建
設
水
道
委
員
会

◎
小
林
昭
弌　
　

○
山
田
圭

　

杉
山
千
春　
　
　

山
口
義
勝

　

中
野
智
基　
　
　

神
谷
文
明

■
予
算
・
決
算
委
員
会

◎
佐
藤
修　
　
　

○
山
口
義
勝

　

川
合
正
彦　
　
　

那
須
幸
子

　

杉
山
千
春　
　
　

神
谷
定
雄

　

中
野
智
基　
　
　

中
島
清
志

　

山
田
圭　
　
　
　

杉
浦
弘
一

　

神
谷
文
明　
　
　

稲
垣
達
雄

　

小
林
昭
弌　
　
　

田
中
健

　

高
木
千
恵
子　
　

石
川
智
子

　

三
宅
守
人　
　
　

牛
野
北
斗

　

永
田
起
也　
　
　

風
間
勝
治

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
平
素
よ
り
知
立
市
議

会
に
対
し
、格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
８
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
７
万
市
民
の
代
表
議
事
機
関
で
あ
る

市
議
会
の
代
表
を
、
引
き
続
き
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
い
う
重
責
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
選
挙
で
多
く
の
新
し
い
力
を
迎
え
、

こ
の
１
年
間
「
チ
ー
ム
知
立
市
議
会
」
を
掲
げ

て
、
様
々
な
活
動
や
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
評
価
を
い

た
だ
く
一
方
で
、
ま
だ
ま
だ
市
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
ご
指
摘

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
知
立
市
議
会
で
は
、
平
成
23
年
に
実

施
し
て
以
来
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
知
立
市
議
会
の
活
動
や
改

革
の
歩
み
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
率
直

な
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
今
後
の
議
会
活
動
や

改
革
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
、
知
立
市
が

市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
知
立

市
議
会
と
し
て
の
50
周
年
の
記
念
事
業
を
準
備

す
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
と
こ
れ
ま
で
の
50
年
を
祝
い
つ
つ
、 

新
た
な
50
年
に
向
け
て
の
挑
戦
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
全
国
27
位

と
着
実
に
順
位
を
上
げ
、
昨
年
以
上
に
全
国
の

議
会
が
視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
改

革
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
今
後
も
知
立
市
議

会
の
最
高
規
範
で
あ
る
知
立
市
議
会
基
本
条
例

の
前
文
に
あ
る
「
市
政
は
、
市
民
の
負
託
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
権
利
の
源
は
市
民
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
に
開
か
れ
た

信
頼
さ
れ
る
市
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市

議
会
及
び
市
議
会
議
員
の
責
務
及
び
役
割
を
自

覚
し
、
市
民
の
負
託
に
全
力
で
こ
た
え
て
い
く

決
意
」を
、こ
れ
か
ら
も
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
佳
境
を
迎
え
て
い
る
知
立
駅
周
辺
整

備
事
業
や
、
消
費
税
10
％
の
導
入
、
保
育
の
無

償
化
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
自
治
体
に
負
荷
さ

れ
て
い
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
に
信

頼
さ
れ
る
議
事
機
関
を
目
指
し
て
、
議
員
が
結

束
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就任あいさつ

議長
田中　健

市
議
会
ニ
ュ
ー
ス 

8
月
臨
時
会
の
報
告
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■
議
会
運
営
委
員
会

◎
風
間
勝
治　
　

○
神
谷
文
明

　

杉
山
千
春　
　
　

中
野
智
基

　

石
川
智
子　
　
　

佐
藤
修

■
知
立
駅
周
辺
整
備
特
別
委
員
会

◎
高
木
千
恵
子　

○
稲
垣
達
雄

　

那
須
幸
子　
　
　

山
口
義
勝

　

山
田
圭　
　
　
　

杉
浦
弘
一

　

小
林
昭
弌　
　
　

田
中
健

　

三
宅
守
人　
　
　

佐
藤
修

■
議
会
改
革
特
別
委
員
会

◎
永
田
起
也　
　

○
石
川
智
子

　

川
合
正
彦　
　
　

杉
山
千
春

　

神
谷
定
雄　
　
　

中
野
智
基

　

中
島
清
志　
　
　

神
谷
文
明

　

牛
野
北
斗　
　
　

風
間
勝
治

■
刈
谷
知
立
環
境
組
合
議
会
議
員

　

山
口
義
勝　
　
　

中
島
清
志

　

神
谷
文
明　
　
　

田
中
健

　

牛
野
北
斗

■
衣
浦
東
部
広
域
連
合
議
会
議
員

　

那
須
幸
子　
　
　

山
田
圭

　

小
林
昭
弌

第
20
回
知
立
よ
い
と
こ
祭
り

「
路
上
総
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」結
果
発
表

　

８
月
24
日
㈯
に
市
役
所
周
辺
で
「
第
20
回

知
立
よ
い
と
こ
祭
り
」
を
開
催
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
祭
り
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
周
辺
の
住
民
の
皆
さ
ん
や
事

業
所
の
皆
さ
ん
に
は
、
交
通
規
制
等
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

20
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
「
路
上
総
踊

り
コ
ン
テ
ス
ト
」の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
第
１
部　

盆
踊
り
部
門

［
優　

勝
］
新
地
連

［
準
優
勝
］
宝
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー
ム

［
特
別
賞
］
新
林
町
盆
踊
り
育
成
会
、
文
協

連
、
山
屋
敷
Ｙ
Ｏ
Ｃ
、
知
立
衛
生
ク
リ
ー
ン

ズ
、
チ
ー
ム
山
町
、
花
し
ょ
う
ぶ
、
西
中
く

す
の
き
、
知
立
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
「
か
き
つ

ば
た
Ｃ
・
Ｓ
・
Ａ
」、
八
橋
町
の
な
か
ま
た
ち
、

長
篠
町
内
会

■
第
２
部　

よ
い
と
こ
ば
や
し
部
門

［
優　

勝
］
山
屋
敷
Ｙ
Ｏ
Ｃ

［
準
優
勝
］
文
協
連

［
特
別
賞
］
知
立
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
「
か
き

つ
ば
た
Ｃ
・
Ｓ
・
Ａ
」、
知
立
お
も
て
な
し

隊
、
宝
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー
ム
、
チ
ー
ム
山

町
、
知
立
市
国
際
交
流
協
会
、
メ
ー
プ
ル
け

や
き
、
知
立
障
が
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
リ
ン
グ

Ｃ
」、碧
海
信
用
金
庫
、八
ツ
田
町
踊
り
子
連
、

Patio Jazz D
ance

■
チ
ー
ム
シ
ン
ボ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

［
優　

勝
］
知
立
衛
生
ク
リ
ー
ン
ズ

［
準
優
勝
］
新
地
連

［
特
別
賞
］
中
町
か
き
つ
ば
た
チ
ー
ム

○
詳
し
く
は
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.chiryu-kanko.com

/

▼
問
合
せ　

観
光
協
会
事
務
局
（
経
済
課
内　

☎
（95）
０
１
２
５
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
平
素
よ
り
知
立
市
政

並
び
に
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
８
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員

皆
さ
ん
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
副
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
す
る

と
と
も
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
長
の

補
佐
役
と
し
て
市
民
に
開
か
れ
た
、
信
頼
さ
れ

る
議
会
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
ニ
ュ
ー
ス
等
で
使
わ
れ
て
い
る

「
人
口
還
流
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
地

方
圏
の
自
治
体
を
中
心
に
注
目
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、一
般
に
は
人
口
移
動
の
現
象
で
す
。 

自
治
体
が
人
口
還
流
を
使
用
す
る
時
、
Ｕ
タ
ー

ン
、
Ｊ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
を
意
味
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
す
。
今
日
、
定
住
促
進
を
実
現

す
る
た
め
に
人
口
還
流
に
着
目
し
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
明
記
し
、

積
極
的
に
取
り
組
み
、
柱
に
し
て
い
る
自
治
体

も
多
く
あ
り
ま
す
。
若
い
世
代
の
地
元
志
向
を

高
め
る
こ
と
や
、
学
び
・
仕
事
の
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
地
元
へ
の
定
着
を
促
す
よ
う
な
戦
略
、 

人
口
還
流
を
目
指
し
た
条
例
も
全
国
で
60
ほ
ど

存
在
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
知
立
市
に
お

い
て
も
、「
知
立
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
、
基
本
目
標
に
対

し
重
要
業
績
評
価
指
数
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
28
年
６
月
に
知
立
市

議
会
と
し
て
「
地
方
創
生
に
関
す
る
政
策
提
言

書
」
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
議
会
と
し
て

市
の
将
来
像
に
対
し
、
責
任
あ
る
姿
勢
で
臨
ん

だ
も
の
で
す
。
自
治
体
に
も
政
策
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
住
民
の
代
表
と
い
う
意
味
か
ら
す

れ
ば
議
員
に
こ
そ
政
策
力
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

明
年
、
知
立
市
は
市
制
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
、
知
立
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業

が
着
々
と
進
む
中
、
大
き
く
未
来
に
向
っ
て
変

貌
し
よ
う
と
す
る
ま
ち
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り

が
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
な
っ
て

は
い
な
い
か
。
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
と
、

わ
く
わ
く
す
る
仕
掛
け
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
多

く
の
声
に
、
そ
し
て
小
さ
な
声
に
も
寄
り
添
え

る
知
立
市
議
会
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
男
女
が
共
同
し
て
参
画
す
る
民
主
政
治
の

発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
る
決
意
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
副
議
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

就任あいさつ

副議長
杉山　千春
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